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治療前 シタラビン大量療法  1日目 2日目 3日目 4日目 5日目 6～7日目 8日目 9日目 10日目 11日目 12日目 13、14日目 15日目 16日目 17日目 18日目 19日目 20、21日目 22日目 23日目 退院日

　　　年　　　月　　　日 　　　月　　　日 　月　　　日 月　　　日 　　月　　　日 　　月　　　日 月　　　、　　　日 　　　月　　　日 月　　　日 月　　　日 月　　　日 月　　　日 月　　、　　日 月　　　日 月　　　日 月　　　日 月　　　日 月　　　日 月　　、　　日 月　　　日 月　　　日 月　　　日

・　化学療法の必要性を理解した

　　上で、治療の同意をしている

・　治療のスケジュールが理解できる 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　身の回りの日常生活が1人でできる

・　治療の合併症および副作用を ・　肝機能値の ・　肝機能値の ・　肝機能値の 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　重度の発熱性好中球減少（発熱を伴う好中球の減少）がない

　　理解している 　　上昇はあるが、 　　上昇はあるが、 　　上昇はあるが、

　　許容範囲である 　　許容範囲である 　　許容範囲である

　
　点滴

　　【メイン】

　　　１．生理食塩水または維持液　５００ml　２４時間続けます

血液データに応じて赤血球輸血、血小板輸血をする場合があります

　　【側管】 発熱があれば採血を行い、点滴の抗生剤を使用します

　　　１．アレルギー（吐き気）止め　１５分　　　１２時間ごと

　　　２．吐き気止め　　　　　　　　　 １５分　 　１２時間ごと 状況によっては、点滴の追加や変更があります

　　　３．シタラビン　　　　３時間　　１２時間ごと

発熱があれば、解熱剤を内服します

　点眼薬が6時間毎にあります（治療前日から９日目まで）

・身長・体重 ・体重

・体温、血圧、脈拍 ・体温、血圧、脈拍 ・体温、血圧、脈拍 ・体温、血圧、脈拍

・酸素飽和度 ・酸素飽和度 ・酸素飽和度 ・酸素飽和度

・便の状態 ・中心静脈カテーテル挿入部位の腫れや痛み、赤みなど ・中心静脈カテーテル挿入部位の ・中心静脈カテーテル挿入部位の

・中心静脈カテーテル挿入部位の   腫れや痛み、赤みなど   腫れや痛み、赤みなど

　腫れや痛み、赤みなど 主な副作用 主な副作用 主な副作用

・吐き気や嘔吐 ・立ちくらみ ・立ちくらみ

・眠気、運動失調（動きのバランスの悪さ） ・眠気、運動失調（動きのバランスの悪さ） ・眠気、運動失調（動きのバランスの悪さ）

・皮膚の発疹 ・皮膚の発疹 ・皮膚の発疹

・眼の炎症症状（赤みやかゆみなど） ・出血 ・出血

・眼の炎症症状（赤みやかゆみなど）

以下について説明します 以下について説明します

　・担当医から治療計画について 　・シタラビンの主要な副作用について ・重大な副作用がなければ

　・看護師から入院生活について 　・症状出現、早期に伝えることの必要性について 　退院が可能です

　・治療パンフレット（治療 　・点滴に注意した日常生活の過ごし方について

    スケジュールや副作用など） 　・点眼薬の必要性について ・退院後の生活や緊急時の

　・薬について 　・感染予防行動（手洗い・うがい等）について 　対応について説明します

　・高額医療費について 　・発熱性好中球減少症について
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特に制限はありません

・　重度の発熱性好中球減少（発熱を伴う好中
球の減少）がない

吐き気がある時、吐き気止めの注射をします

不眠時、睡眠導入剤を内服できます

特に制限はありません　（状態によっては食事内容を検討します）

特に制限はありません　（病院建物内自由、ただし病状に応じて制限をすることがあります）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　シタラビン投与による副作用が現れた時、すぐに報告することができる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　処置を続けなければならないような血圧・酸素飽和度の低下がない

血液検査が
あります

血液検査があります
血液検査が

あります
血液検査が

あります

急性骨髄性白血病　化学療法（シタラビン大量療法）基本パス　【患者用】

血液検査があります

目標

検査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　処置を続けなければならないような血圧・酸素飽和度の低下がない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　身の回りの日常生活が1人でできる

血液検査が
あります

治療を始めるために、様々な検査
（血液検査、心電図、心臓超音波、
レントゲン検査等）を行います

血液検査が
あります

血液検査があります
血液検査が

あります
血液検査があります

説明・指導

特に制限はありません食事

活動

清潔 入浴できます

病院建物内は制限はありません

入浴できます

治療に差し支えない程度はかまいません

観察

治療
処置

抗がん剤投与時以外は入浴できます

中心静脈カテーテルを入れます


